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Town News　“まちのできごと”

　９月20日、小林宣夫町長は町内で今年度100
歳を迎える５人の自宅を訪問し、記念品などを
贈って長寿を祝いました。
１大月　みさん（小鶴）は、大事にしてくれる家
族に感謝の気持ちを忘れません。２渡　きよさん
（小鶴）の毎日の楽しみは新聞を読むこと。３飯
島しめさん（飯沼）の長寿の秘訣は、好き嫌いな
く食べること。４髙野はるさん（野曽）は手先が
器用。きれいな塗り絵を見せてくれました。５藤
枝みよさん（海老沢）は、身の回りのことは自分
でやる頑張り屋です。
※町内で今年度100歳を迎える方は10人です。
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　町では、ラムサール条約登録湿地である涸沼の
豊かな自然に触れ合う体験型の学習会を開催して
います。
　今年度３回目の開催となった30日は「秋の植
物観察とハゼ釣り体験」をテーマに約50人が参
加しました。植物観察では、涸沼自然公園やその
周辺で、植物の特徴や名称の由来の説明を聞きな
がら、オオイヌノフグリやアイアシなどを観察。
涸沼湖岸でのハゼ釣りでは、子どもたちが「自分
で釣れた。」と嬉しそうに話していました。
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涸沼環境学習会
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9/30
（土）

　水戸第一自動車学校で、茨城県警察本部等が主催
する歩行者・自転車セミナーが開催され、茨城町生
活改善クラブ連合会の会員20人が参加しました。
　セミナーでは、自動車走行中に死角から飛び出し
た自転車を回避する乗車体験や反射材の装着時の効
果体験などが行われました。
　参加者は「普段注意しながら運転しているが、注
意すべき事を改めて認識することができた。」と真
剣な面持ちで受講していました。

交通事故の危険を体験で学ぶ
歩行者・自転車セミナー
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9/25
（月）

　茨城町戦没者追悼式がやすらぎの丘慰霊塔前で開
催されました。
　追悼式には遺族の方や関係者など、約160人が参
列。黙とうと献花で戦没者に追悼の意を表し、平和
の誓いを新たにしました。
　茨城町遺族連合会会長の丸山昇一さんは「戦争の
悲惨さを、孫や子どもなど明日を生きる世代にも語
り継いでいきたい。」と追悼の言葉を述べました。

戦没者の冥福と平和を祈る
茨城町戦没者追悼式
戦没者
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　心肺停止状態に陥った男性を救助した行動をたた
え、町は高萩市在住の會澤篤さんに、感謝状を贈呈
しました。
　會澤さんは４月25日、長岡の国道６号を同僚と
車で走行中に、心肺停止状態に陥った自転車の男性
を発見。すぐに車から降り、救急車が到着するまで
の約10分間、心臓マッサージを続けました。その後、
男性は救急隊員の自動体外式除細動器（AED）装
着により心拍が再開。會澤さんの適切な救助により、
一命を取り留めました。
　感謝状を授与された會澤さんは「このままでは男
性の命が危ないと思った。助かってくれて良かっ
た。」と安心した様子で話していました。

心肺停止状態の男性を救う
會澤さんに感謝状を贈呈
心肺停
會澤

9/5
（火）

　茨城町こだわり農業連絡協議会の茨城町「き
らり」米部会（清水正人部会長）は、生活協同
組合パルシステム茨城及び町の共催で、組合員
家族の皆さんと産地交流企画（全５回シリーズ）
の一つである稲刈り体験を常井の交流田で行い
ました。
　こだわり米「きらり」は、米部会が作るブラ
ンド米（茨城県特別栽培農産物及び高食味値）
で、米部会は田植えや稲刈りなどの農作業体験
や生き物観察などの自然体験を通して、きらり
米のイメージアップを図り、地産地消や販路及
び消費拡大を目指しています。

※産地交流企画への参加は、生活協同組合員限定で年
間通しての参加申込と参加料の負担があります。

コメも笑顔も大豊作！
町こだわり米「きらり」稲刈り体験
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9/16
（土）

　茨城町ぶどう生産研究会（森江要一郎会長）の会
員６人が小林宣夫町長を表敬訪問し、「巨峰」「藤稔」
「シャインマスカット」など、旬を迎えた採れたて
の町内産ぶどうをＰＲしました。
　また、この日は町総合福祉センターゆうゆう館で
品種検討会を開催。主要品種の「巨峰」をはじめ、
欧州品種の中でも人気を集める「シャインマスカッ
ト」など15品種のぶどうが持ち寄られ、ぶどうの
色や味について意見を交わしました。その後、来客
者向けに行われた試食会では「いろいろな品種があ
り、どれもおいしい。」と好評でした。
　同研究会は、町内のぶどう生産者９人で組織され、
品質の高いぶどうの生産に向けて栽培講習会や品種
検討会などに取り組んでいます。

実りの秋を迎えて
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